
様式第３号（第６条関係） 

 

回 答 書 
 

受付番号 回収年月日 回収場所 担当主管課 

第５号 令和２年７月 20日 伊予市役所 経済雇用戦略課 

題  目（テーマ）： コミュニティバスの停留所名について 

提 案 理 由（要旨） 

私は十合集落に住んでいるが、集落内に伊予市コミュニティバスの停留所があり、そ

の名称が「六反」（隣の集落）になっている。昨年まで表示板が非常に小さかったので

あえて気にとめないようにしていたが、最近立派で大きな看板になったので、これはあ

んまりだと感じるし、子供からも何でほかの名前が付いているのかと聞かれる。 

停留所名を決めた経緯があるのかもしれないが、どう見ても十合集落の中に停留所が

あるので、実態に合わせ誤解を招かないよう「十合」に変更していただきたい。 

回  答  内  容 

 平素より、コミュニティバスの運行に関し、格別の御理解と御協力をいただいており

ますことに対し、厚くお礼申し上げます。 

 さて、御意見をいただきました六反の停留所は、平成 27 年度にコミュニティバスの

運行を開始した際には、現在の位置より約 100メートル程度東側、市道稲荷下三谷線北

側に設置されていましたが、地元の皆様の御要望等もあり、その後現在の位置に変更さ

れたものです。 

 今回改めて現在の停留所位置を確認しましたところ、所在土地の小字は六反で間違い

ありません。しかしながら、当該地周辺にお住まいの皆様のお付き合いは十合集落で行

われているとのことですので、投稿者様の違和感も十分理解するところです。 

 一方、現在運行しておりますコミュニティバスは、令和２年４月１日に約２年間の準

備期間を経て再編運行を始めたところであり、今年度１年間をかけ、運行上危険な個所

や利用者が不便を感じる箇所などの情報を収集し、必要に応じて変更等の対応を予定し

ています。 

こうした一連の流れの中、御指摘の箇所につきましても、地元広報区長をはじめ、地

域の皆様からの御提案等も踏まえたうえで、変更も含め調整してまいりたいと存じま

す。 

今後とも安全運行に注力してまいりますので、引き続き御協力いただきますようお願

い申し上げます。 

 


